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4)病初期に FDG-PET で陰性像を呈 した悪

性 グリオーマ症例
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グリオーマにおいて腺癌の悪性度と糖代謝先進は正の

相関を示 し,FDG-PET は予後推定 に有用 とされて

きたが,最近,病初期に FDG-PET で陰性像 を里 し

ながら短期間に増大 し悪性グリオーマと組織診断された

3例を経験 したので報告する.症例 ュ :57歳,女性.顔

痛 と発語困艶があ り,MRIで左下側頭回-海馬傍回に

増強効果のない占拠性病変と左側脳室三角部に嚢胞性病

変を認めた.左側頭葉の糖代謝は低下 し,Metは左下

側頭回-海馬傍回に高集積 した. 1カ月後の MR王で

左側頭葉に不均一な増強域が増大 し,摘出渡癌は搭芽膿

で MIB-1indexは20%と高値であった.症例2:射

読,男性.疫撃発作で発症 し,MRiで右上側頭回-角

回に増強効果のない病変があ り,糖代謝は低下 し,Met

が病変部に高藤積 した,2カ月後の MRまで同部位 に

増強域が増大 し,摘出腫藤は搭芽膿で,MⅠB-1index

は14%と高値であった.症例 3:伝S歳,男性.痩撃発作

で発症 し,MRIで右や側頭回に直径1cm の増強域が

あ り,右側頭葉の糖代謝は低下 していたが,3週後に増

強域は3cm に増大 した.Metが増強域 に高集積 し,

摘出腫痕は退形成星状細胞腫で,M王B-1indexは15

%と高値であった.

増殖能が著 しく先進 して急速に増大する悪性グリオー

マ例では病初期に FDG-PETで陰性像を里する可能

性があ り,グリオ-マの PET 診断における piWall

と思われた.

5)トルコ鞍内くも膜嚢胞の 1例
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トルコ鞍内 くも膜嚢胞は,比較的稀であるが経蝶形骨

洞法で施行される報告が増加 している,その際脳槽 との

交通をあえてつけなくても単に開放するのみでよいとい

う報告が多いが,大 きな嚢胞に対 しては TSSでない方

がよいという報告 もある.いずれも髄液漏を念頭におい

た考えと思われる.今軌 鞍上部 まで進展 した 3,7cm

の本症を経験 しその間選点と共に報告する.症例は,62

歳の男性.両耳側半盲を指摘 されて来院される. トルコ

489

鞍の拡大あ i),CT上は低吸収 を示す.TSSで手術施

行するも硬膜は認めず嚢胞下面を閑放 して脂肪をpack-

ing して終了 した.嚢胞の上方の壁は厚 く肥厚 していて

透見出来なかった,術後,髄液漏を豊Lspinalかain一

級欝eを余儀なくされた.嚢胞性の場合,単純な穿刺排液

を選択するべ きであったと私考えられ,またより確実な

paeking が要求されると思われた.

6)特異な組織像を望 した PapiliaTymeningi-

omaの1例
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Papillarymeningiomaは全 meningiomaの約

2%と稀であるが ,今 回特異 な病理組織像 を望 した

Papillarymeningiomaの 1例 を経験 したので報告

する.

1999年 2月 bluTredvision,5月頭痛,畷気曝吐出

現 し5月17巨∃入院.入院時,両側審血乳頭 .両側滑車神

経勝頼 ･四肢駿 反射克進 を認 め,画像 診 断 は両 側

MMA,STA,OA,ACA,PCA,MCA から feedさ

れる巨大両側大脳鎌髄膜腫であった.6月 2日左側の

腺癌 を全摘 出 (出血量6050g:病理診 断 papiuaTy

meningiomawithhpmallgiopeI･ieytomalikereal

触Te).術後50Gyの局所 Tadiation施行終了 2カ月

級,右側腺癌の縮小が認められた段階で,10月13日右側

の腺痛摘出.99.9% ethanolを腫蕩内に微量ずつ局注

し,出血を効果的にコン トロ-ル しつつほぼ全摘出 し

た (LLflJ血量255g:atypicalmeningiomawithhp-

mangiopP1-i(､),tomapattern.postr圭一diotherap.V)A

その後経過良好で11月18日退院し神経脱落症状無 く経過

している.

7)両側側脳室脈絡叢乳頭腫 の-例
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販路叢乳頭腫は脳腫藤の0.5%を占め,小児では側脳

室に多いと報告されているが,両側同時発生は比較的稀

である.今回,我利 ま両側側脳室三角部に発生 した腕絡


